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研究成果の概要（和文）：本研究は、第２言語での作文をオンライン上で交換するe-tandem(双方向２言語通信)
という形式が、学習者の読み手意識をどのように発達させ、さらにそれが他のアカデミックライティングにどの
ように転移し得るかを調査することを目的とした。当初の目的を超え、日本語学習者行動も合わせて調査した結
果、(1)e-tandem形式は、オンライン上の「読み手意識」を向上させた。 (2)アカデミックライティングへの転
移に関しては、A.以前に読み手意識について学んだことがなく、B. 作文のプロンプトに読み手に関する情報が
書いてあった場合、C.「読み手にわかりやすく書こうとする」操作が最も転移しやすいことがわかった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of the present study is to investigate how L2 writers develop 
audience awareness while engaged in online writing and whether they transfer such awareness to 
classroom writing. Results indicate that: 1) all participants improved their sense of audience as a 
result of online writing: and 2) they transferred this sense of audience to classroom writing but 
only if: a) their original sense of audience was very low; b) the writing prompt included 
information about the audience; and c) participants limited their scope to audience 
comprehensibility (as opposed to audience effectiveness).

研究分野： 人文学
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  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果は、先行研究がほとんどないため、我が国だけでなく、様々な場面での第２言語ライティング教育
に先駆的示唆をもたらすと思われる。読み手の背景に配慮し、自分の意図を英語で正確に表現する力の発達過程
を調査する本研究の結果は、現行の学習指導要領が推進する「表現する力」を効果的に養成する方法を探るのに
有効である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

インターネットの発達により、近年、第２言語の教育においては、「表現する力」の発達が注

目されているが、第２言語学習者がリアルな場面で書く時にどのように「読み手意識」を発達さ

せていくかについて調査した研究や、ある特定のジャンル（例：ウェブ上のブログ）で発達した

「読み手意識」が他のジャンル(例：ア意見文)に転移可能なのかを調査した研究は、皆無であっ

た。 

 

２．研究の目的 

本研究は、第２言語での作文をオンライン上で交換する e-tandem(双方向型２言語通信)とい

う形式が、学習者の読み手意識をどのように発達させ、さらにそれが他のアカデミックライティ

ング（意見文）にどのように転移し得るかを調査することを目的とした。又、２年目からは、学

習者の読み手意識の長期観察を続けつつ、我が国の英語教育が目指す「まとまった内容をわかり

やすく伝えるため英語表現力」を効率的に発達させるための工夫を備えた SNS サイトの開発も

目指した。 

 

３．研究の方法 

以上の背景と目的を踏まえ、以下の３点を明らかにした。 

⑴ ウェブ上で e-tandem で、母語話者と交流する場合、ウェブ上での「読み手意識」は発達

するか。 

⑵ もし発達するなら、その「読み手意識」は、別のジャンルであるアカデミックライティン

グに転移（同じように意識）するか。 

⑶ どのような要因（例：「読み手意識」の低さ、第二言語能力）が、ウェブ上や、アカデミ

ックライティングにおける学習者の「読み手意識」の発達に影響を与えうるか。 

参与者としては、大学生それぞれ６人ずつの実験群(毎週一回、オンラインで e-tandem 双方

向形式で母語話者と作文をやりとり)と統制群（オンライン上で毎週一回読み手無しで作文を書

く）を６週間比較した（H29 年度が日本語学習者と H30 年度が英語学習者）。当初の目的を超え

て、２つの学習言語での比較が可能となったのは、H28 年度(安倍フェローシップを受給して滞

在)と H29 年度に、本研究者が米国に滞在した際にデータ採取の機会を得たためである。「読み手

意識」の定義としては、本研究者が共同研究者と長年の研究で培った研究結果（Sasaki [et al, 

in press]として出版予定）をもとに、Audiendce Image, Audience Comrehensiblity, Audience 

Effecitivenes の３つ側面を問うアンケートを使用した(Tables 1 と 2参照)。 

 

４．研究成果 

(1) H29 年度の日本語学習者を対象とした主な研究結果は、以下の Aと Bである。 

A. 母語話者と６週間 e-tandem で交流した実験群全員が、読み手を意識するようになり、６人

のうち５人(83.3%)が日本語で書くことに意欲が増した。 

B. Table 1 にあるように、母語話者と交流しなかった統制群の方だけが、６週間のオンライ

ンライティングの後、アカデミックライティング（意見文）において、読み手をさらに意

識して、わかりやすく(Item B), 効果的に（Item C）書こうとした。母語話者と e-tandem

で交流した実験群にはそのような変化は見られなかった。 
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Table 1. 日本語学習者の「読み手意識」アカデミックライティングへの転移 

Item (five-point Likert scale) 
５点満点 

グループ 
(n = 6) 

e-tanden 前 
M (SD) 

e-tandem 後 
M (SD) 

Item A (Audience Image): この英作文を読む
人はどんな人だろうと考えた。 

実験群 2.33 (.52) 2.83 (1.47) 

統制群 2.14 (1.46) 2.57 (1.14) 

Item B (Audience Comprehensibility): こ
の英作文を読む人のためには、どんな文
章を書けばわかりやすいか、考えた。 

実験群 3.33 (1.37) 3.50 (1.22) 

統制群 2.43 (1.27) 3.29* (1.22) 

Item C (Audience Effectiveness): この英作
文を読む人のためには、どんな文章を書けば

効果的か、考えた。 

実験群 3.17 (1.17) 3.33 (1.21) 

統制群 2.64 (1.03) 3.57* (.93) 

 

この予期しなかった結果は、内部妥当性的には、オンライン、アカデミックライティングともに

プロンプトに読み手に対する情報があったこと[それをサポートするデータとしては、６人の統

制群のうち４人が、６週間の読み手なしのオンライン・ライティング後には、プロンプト（題）

の読み手に関する情報を意識するようになったと言っており、実験群の誰もそんな事は言って

はいなかったことがある]、外部妥当性的には、統制群が統計的に有意に伸びた Item B と C で

は、統制群の実験前の値が実験群に比べて低く e-tandem 後の伸びが大きい(Table１のグレイの

部分)ことが挙げられる。この後者は（実験前に読み手意識が比較的低い学習者は、読み手意識

の伸びが大きい）は、同じような結果が Sasaki, et al(in press)でも見つかっている（Sasaki, 

et al では実験群で見つかっている。 

 

(2) H30 年度の英語学習者を対象とした研究結果は以下の Cと Dである。 

C. 母語話者と６週間 e-tandem で交流した実験群全員が、読み手を意識するようになり、６人

のうち４人(66.7%)が英語で書くことに意欲が増した。 

D. Table ２にあるように、母語話者と交流した実験群も交流しなかった統制群の方も、６週

間のオンラインライティングの後、アカデミックライティング（意見文）において、より

わかりやすく(Item B), 効果的に（Item C）書こうとした。ただし、実験群は、読む人に

わかりやすく書こうとする「読み手意識」をより伸ばした。 

D に関しては、e-tandem で読み手と交流した実験群も交流しなかった統制群も「読み手にわかり

やすいように書きたい（Audience Comprehensibilitiy）」と「読み手に効果的に書きたい

(Audience Effectiveness)」読み手意識を統計的に有意にアカデミックライティングに転移し

ており、オンラインライティングからアカデミックライティングへの転移に関しては、(1)の結

果とも考え合わせると、実際の読み手と交信したことより、元々の読み手意識が低かったこと

（Table 2 のグレイの部分）の方が、より関係していることがわかる。又、統制群に関しては、

(1)の実験の時のように、６人中３人（50%）が、６週間のオンライン・ライティング後は、プロ

ンプトにあった読み手の情報を意識するようになったと言っており、実験群にはそのように言

った参与者がいないことから、「オンラインとアカデミックライティング両方のプロンプトにあ

った読み手に関する情報」も、読み手に関する意識を高めたと思われる。この結果は、特に我が

国の英語教育において多くのことを示唆していると思われる。 
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Table 2. 英語学習者の「読み手意識」アカデミックライティングへの転移 

Item (five-point Likert scale) 
５点満点 

グループ 
(n = 6) 

e-tanden 前 
M (SD) 

e-tandem 後 
M (SD) 

Item A (Audience Image): この英作文を読む
人はどんな人だろうと考えた。 

実験群 1.67 (.82) 2.17 (.75) 

統制群 2.00 (1.26) 2.17(.75) 

Item B (Audience Comprehensibility): こ
の英作文を読む人のためには、どんな文
章を書けばわかりやすいか、考えた。 

実験群 2.17(.98) 4.83**(.41) 

統制群 2.00 (1.01) 4.33** (.82) 

Item C (Audience Effectiveness): この英作
文を読む人のためには、どんな文章を書けば

効果的か、考えた。 

実験群 2.00(.89) 4.33* (.82) 

統制群 2.17(.983) 3.00* (.63) 

** p < .001  ; * p < .01  

 

(3) H29 年度と H30 年度の研究結果を総合して言えること 

２つの実験結果を総合して、以下のような暫定的結論を得ることができた。 

I. 外国語として第二言語を学ぶ学習者に読み手意識を発達させるためには、e-tandem のよ

うな双方向型の長期的やりとりは有益であり、書くことへの動機づけも向上させる。 

II. もし e-tandem の相手をみつけられない場合は、作文のプロンプトに読み手に関する情

報をを与えて考えさせるだけでも、読み手意識の希薄な学習者の読み手意識は向上する。 

III. II の場合は、読み手意識の中でも、「読み人にわかりやすく書く」という読み手意識が

特に向上しやすい。 

２つの実験は、実験条件が複雑なためサンプル数が小さく、今後さらなる検証が必要である。し

かし、本研究では、ほぼ同じような環境（外国語環境で学ぶ大学生）で学び、同じくらいの学力

（母語話者とライティングで交流できる中級以上の学力）を持つ２つの学習言語を第一言語と

第二言語を交換する形で調査観察することができるという稀な研究環境が与えられたため、大

変貴重な研究成果が得られた事は確かである。 

 

〔その他の成果〕 
本研究のその他の成果として、佐々木 HP上 
http://miyukisasaki.com/ja/index.html の IDと PW を必要とするサイト Projects 1-2 に e-
tandem 用の Platform を作成したが、個人情報保護のため、一部の画像のみ以下に添付する。 
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